
「川の安全利用学習会～東橋小学校～」を開催しました！（7月5日）

7月5日（水）に東橋小学校4年生の児童49名と先生4名が参加して、川の安全利用学習会を行いました。
豊平川（水穂大橋）の河川敷で、川のかたちや危険なところ、川で安全に遊ぶためのルールを学ぶ「川の危

険箇所学習」、豊平川の水質を調べる「水質学習」、豊平川に生息する魚類や水生昆虫を学ぶ「水辺の生き物
学習」を実施しました。

川の安全利用学習会を体験してみて「わかったこと」、「楽しかったこと」など、児童達・先生達に答えてもらいました。

★ 川の危険なところや、遊び方などを教えてもらいました。川は、水の流れがはやかったのできをつけて川で遊びたい
と思いました。

★ 豊平川の水はとてもきれいで、魚や水生生物がすみやすい環境という事がよく分かりました。
★ 魚をとるのがむずかしかったけど楽しかった。もっと川に入れたらいいです。また魚をとってみたい。

☆ 子どもたちの発達段階にあわせた学習内容で、とても有意義な学習になりました。川に入る経験が少ないので、川の
水生生物の観察の時間を多めにとってあげたいと思いました。

★：児童 ☆：先生
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□ 川の危険箇所学習

● 実施内容

● 学習会に参加した感想

豊平川の水質を簡易測定キット
を使って調べました。

●アンケート調査
●普段、川に行きますか？ ●どこの川に行きますか？ ●川に行って何をしますか？ ●誰と川にいきますか？

回答者： 3 8人※（ 複数回答あり） ※ 「川に行かない」の回答を除く
回答者：48人

行かない
21  ％

週数回
19  ％

●川のどこが危険だと思いますか？ 回答者：48人（複数回答あり）

アンケートの結果、約８割の児童が川を訪れており、身近である豊

平川を「散歩」を中心に多目的に利用していることが分かりました。

川に行く児童の多くが大人と一緒であることから、危険性をある程

度理解していると思われます。また、今回の学習会を通じて、多く

の児童に川の様々な危険箇所を改めて認識してもらえました。

今後も、学習会で学んだルールを正しく守り、川と上手にふれあっ

てくれることを期待します。
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川で安全に遊ぶためのルール
について学習しました。

調べた結果から、川の水質が
｢きれい｣か｢よごれている」の
かをパネルで学習しました。

川の安全利用に向けた取り組み

月数回
17  ％年数回

39 ％

床止め周辺は巻きこむ流れがあ
り、脱出しにくく危険であるこ
とを学習しました。

川の深さは場所によって急変
し、見た目では判断できない
ことを知りました。

降雨などによって増水した河
川の危険性をパネルで学習し
ました。

毎日 4％

□ 水質学習 □ 水辺の生き物学習

豊平川に棲む魚や水生昆虫を
パネルで学び、実際に捕獲し
た生き物を観察しました。

実際に川に入って魚や水生
昆虫をとったり、箱メガネ
で観察しました。
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